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はじめに
ブータンは人口約 72 万人，国土面積約 3 万 8000 平方キロメートルの小さな王国である。
アジアの発展途上国の中でも経済的に貧しい国でありながら，2005 年の国勢調査で，国民の
97％が「あなたは今，幸せですか」という問いに「非常に幸せ」あるいは「幸せ」と答えている。
1 日 2 ドル以下の暮らしをしている国民は，全体の 23.2％に上るにもかかわらず（1），このよ
うな結果が出ている背景には，国民総幸福量（GNH）の理念が国民に浸透していることが挙
げられると考える。
国民総幸福量（GNH）は，経済発展のような「物質的な豊かさ」よりも，人生に充足感を
持てる「精神的な豊かさ」を大事にすることであり，国内総生産（GDP）に代わる新たな指
標となっている。そして，ブータンにみられる幸福観を捉えるには，以下の視点を押さえてい
く必要がある。 
・チベット文化圏に根付いている「少欲知足」や自然を尊重する精神。
・伝統と文化を保護する態度。
・地域や家族の絆を大事にすること。
欲望を抑えるとともに，「心の充足」を大事とする「少欲知足」の精神が，ブータンの幸福
観の根底にあると受け止めている。
　「心の充足」には，一つに精神面の支えとなっているチベット仏教への篤い信仰心が挙げら
れる。森林を開発していくことは極力避け，自然と「持ちつ持たれつ」の関係で暮らす姿には，
この背景がある。
また，他国に影響されないよう国を挙げて自国の伝統と文化を守り，国民が国家のアイデン
ティティを強く意識することも大事である。結果としてブータンの独立を保ち，伝統と文化の
保存につながり，国民に誇りや国の強みの自覚をもたらしている。
そして，家族が健康に過ごせることを何よりも望むとともに，「お互い様」といい，コミュ
ニティ内で助け合っていくことが，ブータンの人々に所属意識を与え，自信や団結力を抱かせ
ている。この「互助互恵」の社会が成り立っているのは，思いやりを持ち，他者と喜びを分か
ち合う「ディグラム・ナムジャの精神」によるものと，私は考える。
以上にみられる「心の充足」によって得られる満足感が，ブータンの「幸せ」を捉える上で
欠かせない。現在の日本をはじめとする先進各国では，国内総生産（GDP）ばかりにとらわれ，
経済発展による「物質的な豊かさ」に比重を置いてしまう傾向にあると受け止めている。暮ら
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しは豊かになるものの，大量生産・大量消費を繰り返す過程があり，身勝手で持続的なもので
はないことが分かる。今まで犠牲にしてきた自然，環境や資源を大事にし，「将来世代の幸せ」
を考慮した「持続可能な開発」を目指していくことが，「幸せ」を実感できるカギとなると考える。
国民一人ひとりに「心の充足」をもたらし，国として「持続可能な開発」に取り組むととも
に，「将来世代の幸せ」の実現を図るブータンの姿は，私たちが学ぶべき点である。そこで本
論文では，「ブータンに「幸せ」を学ぶ異文化理解」をテーマに設定することにした。
論文構成は，第 1 章でチベット文化圏の教え，伝統と文化を尊重することやコミュニティ
の絆を大事にすることを押さえ，ブータン式幸福観を捉えるとともに，ブータンの国や人々の
魅力に迫っている。
第 2 章では国民総幸福量（GNH）を，生活水準といった「経済」，教育，政治や文化などの「社
会」，自然あるいは生活環境といった「環境」，そして精神面の充足や健康といった「心」の 4
つの要素で構成されているとした。ブータンでは，それぞれの要素の充足を実感できるととも
に，「物質的豊かさ」と「精神的な豊かさ」のバランスを取ることのできる社会であるために，
世界一「幸せの国」と言われるのだと，私は考えた。
以上のことを踏まえ，第 3 章では教育実践における学習指導案を提案している。ブータン
の幸福観を理解するための視点を押さえることと，「幸せ」に対し再認識，新たな発見や価値
の変容を図ることに重点を置いていく。また，ブータンの魅力や教えから，自己のこれからの
生き方を見直していくようにする。そして，「将来世代の幸せ」を考えるにあたり，「持続可能
な開発」の視点からどう判断・行動していくか，自分の考えを深めていく。
第 1 章　第 1 章　ブータンの魅力
第 1 節　ブータン王国について
ここでは自然環境，宗教，伝統・文化や政治といった面からブータンを捉え，どのような国
なのかを押さえる。あわせて，ブータンが独自に開発した「国民総幸福量（GNH）」という指
標について，ブータンが明らかにした定義をみていく。
（1）国の概要
ブータンは人口 72 万 0679 人（2012 年時点），国土面積約 3 万 8394 平方キロメートル（2）
の南アジアに位置する小さな国である。地方行政区分として全国 20の県に分けられており（図
1），そのうち人口 5 万人を超える県は，首都ティンプー（Thimphu，図 1 ★ 印）を含め 4 県
しかない（3）。ティンプーは，国勢調査が行われた 2005 年の時点で，人口 9 万 8676 人という
ブータン最大の人口を誇る都市であり，政治と経済の中心地としてブータンを支えている。
また，多民族国家としての側面も強く，国語はゾンカであるものの，古き伝統が残る民族・
シャーチョップの住む東ブータンではシャーチョップカ，ネパール系ブータン人が住む南ブー
タンではネパール語のローツァンカが使われている（４）。学校では英語で授業が行われている
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ところもあり，英語を話せる
人も少なくない。
主要産業には農業が挙げら
れ，就労人口の 59.4％が従事
している（5）。1980 年代まで
貨幣が浸透せず，作物を栽培
したり譲り受けたりする自給
自足型の生活をしていた（6）。
そのほか，輸出品目における
輸出額 1 位の電力や観光業が
ブータンの経済を支えている
重要な産業となっている。
そして，1960 年代までは
鎖国体制であり，アジアで飛
躍的な経済成長を遂げている
中国とインドに挟まれている
ものの，政治的にも文化的に
も独立を保ち続けている。ま
た，チベット文化圏内に位置
しており（図 2），世界で唯一
チベット仏教を国教とし，現在も変容のない仏教文化が残っている国として脚光を集めている。
（2）ブータンの自然環境
ブータンの地理的な特徴として
は，国土の 72 パーセントが森林
であり，多くの自然が残されたま
まになっていることが挙げられる
（7）。その豊かな自然の恵みを受け，
多くの希少な動植物を見ることが
できる。ブータンでは，動植物が
多く分布する国立公園や指定保護
区域等が，全土の半分以上を占め
ている（8）（図 3）。
とりわけ鳥類の多さは特記す
べき点で，650 種以上生息してい
（図１）ブータンの地方行政区分 出所：国際協力機構（JICA）
（図２）チベット文化圏（太線で囲まれている範囲を指す）
 出所 : 株式会社ワールド航空サービス
（図３） ブータンの国立公園や指定保護区域とバイオロジカル・コ
リドール（9） 出所：世界自然保護基金（WWF）
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る（10）。例えばタシ・ヤンチェのブムデリン谷では，毎年オグロヅル（図
4）が越冬しに飛来する。このオグロヅルは国際自然保護連合（IUCN）
によって，「絶滅危惧Ⅱ類」に指定されている。
また，「野生絶滅」を除くと 1番「絶滅」の危険性の高い「絶滅危
惧 IA類」のコビトイノシシ，ベンガルショウノガンやベンガルハゲワ
シも生息している（11）。このような側面を持つブータンは，多種の生物
を誇る世界の 10のホットスポットのうちの 1つに数えられている（12）。
（3）ブータンの宗教
8 世紀後半に伝わり，国教となったチベット仏教は，ブータン国
民に深く根付いている。一般に仏教は，本来の教えをそのまま受け
継いでいる上座部仏教と，より多くの人が信仰できるような厳しくない大乗仏教がある。大乗
仏教は，自分のことより他者や他の生き物が幸せになれるよう，善い行いを積むことで救われ
るという仏教であり，「利他の心」が大事としている（13）。ブータンに広く浸透しているのは，
この大乗仏教である。
しかしブータンの人たちには，上座部仏教の精神も備わっている。例えば「少欲知足」の教
えがある。これは「仏遺教経」に詳しく書かれ，以下のような解釈がされている（14）。
多欲の人は，利益を求めることが多いが為に苦悩もまた多い。少欲の人は，求めることなく
欲することないが為にこの（多欲の人のような）患いはない。（ 中略 ）少欲を行じる者は，
心が坦々として憂いや恐れをもつことが無い。何事においてもゆとりがあって，常に「足り
ない」と言うことが無い。少欲の者には涅槃がある。
足ることを知る人は，地面で寝るような暮らしを送っていても，なお安楽である。足ること
を知らない者は，豪勢豪奢な家で暮らしていたとしても，まだ満足がいかない。足ることを
知らない者は，裕福であっても（心が）貧しい。足ることを知る人は，貧しくとも（心が）
豊かである。（ 中略 ）これを知足と名づける。
ブータンの人たちは悩みや不安が少なく，この「少欲知足」の精神を備えているために，「幸
せ」を実感しているものと推測できる。先進国をはじめ，現代では簡単に物やサービスが手に
入る大量生産・大量消費社会が成り立っており，「物質的な豊かさ」から「幸せ」を得やすく
なっている。しかし将来世代や環境への負担を顧みない生き方は，環境破壊や伝統・文化の衰
退にもつながるため，今後見直していくべきである。「少欲知足」は「豊かさ」について，人々
に新たな価値観をもたらす考え方になると，私は受け止めている。
（４）ブータンの伝統と文化
はじめに衣食住をみていく。伝統的な「衣」には，男性用のゴ（図 5─1），女性用のキラ（図
（図４）オグロヅル
 出所 : ブータン政府観光局
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5─2）という民族衣
装がある。これらの
衣装は，第 4 代国王
によって公共の場で
の着用が義務付けら
れている。
またブータンの「食」
は，世界で最も辛い
料理の一つとされ，
唐辛子を好んで料理に用いることが特徴に挙げられる。また
肉，魚や野菜のような保存の利かないものは，乾燥させて貯
蔵する習慣がある。
そして，伝統的な建築様式が一般の家でも多く見られるこ
とが「住」の特徴である。また，家畜とともに暮ら
す生活が一般的であり，近年まで 1階部分が家畜の
飼育スペースとして使われていた（15）。
日常生活には，チベット仏教への信仰が深くか
かわっている。僧院と行政機関の 2 つの役割を果
たす「ゾン」や，寺院には「マニ車」がある（図 6）。
これは 1 回まわせばお祈りを 1 回唱えたことにな
り，多くの国民に親しまれている。
また，伝統的な「祭り」として「ツェチュ」がある。
これは，チベット仏教を伝えたパドマサンバヴァ
をたたえ，僧や地域の踊り手が踊る大規模なイベ
ントである（図 7）。20 の県すべてで行われ，ゾン
や僧院に家族連れや友人とともに集まる。
以上のようにブータンは，伝統と文化の保存に力
を入れている国である。このことは，第 4代国王が
「わが国は内陸にあり，資源に乏しいヒマラヤの小
国だ。そんな国が持ちうる最大の強み，それは一人
ひとりがそれぞれに持つ，国のアイデンティティし
かない。」と述べていることからも分かる（16）。
一方，国のアイデンティティを大事とする背景には，いわゆる南部問題も大きく影響してい
るものと受け止める。19 世紀後半から 20 世紀前半にかけて，ネパール人がブータン南部に移
り住み，国籍を取得せず，独自の文化や言語を持ったままでいた。ブータンとしては，チベッ
（図５- １）ゴ
出所：ブータン政府観光局
（図５- ２）キラ
（図 6）マニ車
出所：ブータン政府観光局
（図 7）ツェチュの踊り手
出所：ブータン政府観光局
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トの中国併合や，1975 年に起こったシッキム王国のインド併合があったため，国ごと乗っ取
られることを危惧した。そこで，1980 年代に国籍の所得，公的な場での民族衣装の着用や国
語であるゾンカの習得など，ブータンの伝統と文化を保護する決まりを政府は打ち出した（17）。
このことは，「民族浄化」として非難を浴びる部分があることから，苦渋の策であったと推測
できる。互いの文化を尊重しつつ，積極的に歩み寄り，民族の枠を越えて安定した社会づくり
を協同していくことが望まれると，私は受け止めている。
（5）ブータンの政治
政治の指針に大きく影響を与える理念として，国民総幸福量（GNH）がある。これは，
1976 年 12 月，スリランカで行われた第 5 回非同盟諸国会議の記者会見席の際に，第 4 代国
王が「Gross National Happiness is more important than Gross National Product（18）」という言
葉を世界に発信したことが始まりである。「Gross National Happiness」が，いわゆる「国民総
幸福量（GNH）」のことで，「国民総生産（GNP）よりも，国民総幸福（GNH）が大切である」
という趣旨を第 4 代国王が述べ，「人生の充足」を強調している。
そして 1998 年に当時の首相であったジグメ・ティンレイ氏は，韓国で行われたアジア太平
洋地域会議の席でのスピーチで，「Four Pillars」の理念を挙げた。次の 4 つである。
① Sustainable and equitable socio economic development
     （持続可能で公正な経済開発）
② Conservation of the environment  （環境保全）
③ Preservation and promotion of culture （文化遺産の保存と振興）
④ Good governance   （良い統治）
①，②に該当するブータンの政策として，環境を破壊する経済活動の禁止が挙げられる。具
体的な政策としては，国土に占める森林の割合を 60 パーセント以上に保つことや，環境を劣
化させたり野生動物の生態を脅かしたりする商工業の禁止を法律で定めている（19）。
タシ・ヤンチェのブムデリン谷では，自動車道路の終点から徒歩 2 時間の地点にあり，自
動車道路の建設が検討されたことがあった。しかし，（図 4）で示したオグロヅルの飛来する
自然環境に優れた地域でもあったため，第 4 代国王ジグメ・センゲ・ワンチュック氏が直接国
民と意見を交わし，国民は嘆願を取りやめた（20）｡
③においては，外国人観光客によるゾン・寺院への立ち入りと，仏像・仏画の撮影を禁止し
た。例外的に見学を認めているところがあるものの，境内までである。撮影に関しても建物の
外観と祭りのみである（21）。観光はブータンにおいて，水力発電に並び国の重要な収入源であ
るにもかかわらず，飽くまで僧院・寺院は修行とお祈りの場であり，仏像・仏画は信仰の対象
であるとした。
④では 1972 年に即位した第 4 代国王が，近代化と伝統・文化の保存の両立に努めるととも
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に，自ら権力を放棄することになるにもかかわらず，王制から立憲君主制への移行を打ち出し
た。そして 2008 年 7 月にはブータン初の憲法が施行され，この年以降，ブータンでは立憲君
主制・議会制民主主義体制となっている（22）。
第 2 節　ブータンの人たちについて
ここでは，家族や地域における人間関係によってもたらされる「心の充足」を捉え，ブータ
ン社会の在り方と人々の気質に迫っていく。
（1）コミュニティの絆～日本との違い
ブータン，日本ともに仏教が多くの人々に信仰されていることや，日本の着物と「ゴ」「キラ」
が似ていることなど，地理的には近くないものの，身近に感じる国である。
しかしながら日本は，第 2 次世界大戦以降，高度経済成長とともに経済が豊かになり，自
然な流れで「物質的な豊かさ」を求めるようになった。一方で，ブータンは他の発展途上国に
遅れをとるような社会体制であっても，環境保全や伝統・文化の保存を第一に考えている対極
的な国同士である。そこでブータンの人たちが，日本や日本人に対して抱いている印象を取り
上げる（23）。
ブータン人留学生のケサン・ワンチュクさんは，日本で驚いたことを 2 つ挙げた。それは
信仰を持っていない人が多いことと，自殺者が多いことである。日本には，複数の宗教の慣習
が混在した中で暮らしている。そのため，自分自身がどの宗教を信仰しているのか分からず，
無宗教だと唱える者が多いのではないかと，私は考える。
そして自殺者が多いというのは，ストレスの多い社会，人間関係においての悩み，あるいは
身近な人の支えがなく未然に防げないことに問題があると受け止めている。ブータンと日本と
の決定的な違いは人的環境にあるといえる。
そのことを裏付けるかのように，会社に勤めるツェリン・ノルブさんは，日本人女性との結
婚で来日し，アパートに住み始めた際に，隣に誰が住んでいるか分からなかったことを驚いた
こととして挙げている。ブータンでは子どもを近隣同士で預かったり，共に食事をしたりする
といった隣人とのコミュニケーションが絶えなかったようである。ブータンと日本では，地域
コミュニティにおける人々の結びつき方に違いがあることが分かる。
以上のことを踏まると，精神的な支えとしての信仰心や，家族や地域といった身近で親密な
コミュニティへの所属意識を持っていることが，ブータンの人たちの特色であるといえ，ブー
タン社会の成立に大きく影響していると，私は考える。
（2）ディグラム・ナムジャの精神
イギリス人のジョージ・ボーグル氏は，1774 年に東インド会社からの任命でブータンに 4
ヶ月滞在し，そこでの体験を次のように述べている（24）。
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外国人と接する機会は稀にしかなく，誰もが篤い信仰心を持っている。そのため，他の「進
んだ」国々を蝕んでいる悪習は，ここではまったく存在しない。嘘つき，恩知らずはいない
し，盗みなどの不正直な行為はほとんど見かけない。（ 中略 ）一般民衆は，陽気で，率直で，
信頼でき，支配者は，支配者に相応しい資質を持っている。
以上の様子から，18 世紀には他国の進んだ文化に触れる機会もなく，自給自足的で地域性
のある，ほのぼのとした暮らしをしていたことが分かる。
このことに加え，家族間での助け合いや地域の人たちとの交換の仕組みが，生活の軸となっ
ていた背景には，ブータン独自の考え方である「ディグラム・ナムジャの精神」が深く関係し
ていると，私は推測している。
これは，調和のある生活を意識的に送る精神であり，社会を最も持続可能にしていくセーフ
ティーネットだと，大橋氏は述べている。具体的には，大事な人に喜びを与え，思いやりを持
って接し，ものを分かち合い，自分の欲を抑えていくこととしている（25）。
このような様子が今も続いているからこそ，他国が近代化の最中に抱えていく環境問題や世
界的な金融恐慌の影響もやり過ごすことができた。そして仏教徒に相応しい，無執着の教えを
遵守している穏やかな人たちが多く，今も昔も変わらないブータン人の精神は，ブータンの人
たち特有の気質であると捉えることができる。
第 2 章　国民総幸福量（GNH）
第 1 節　国内総生産（GDP）と国民総幸福量（GNH）の違い
従来では，国の豊かさの度合いを測る指標として国内総生産（GDP）がメジャーであった。
しかし近年，それに代わる新たな指標として，ブータンが提唱した国民総幸福量（GNH）を
はじめ，いくつかの指標が開発されてきた。ここでは，これらの指標におけるブータンと先進
各国の結果をみていく。
（1）国内総生産（GDP）の欠点
日本において，国内総生産（GDP）とは「国内で一定期間内に生産されたモノやサービス
の付加価値の合計額を指す。“国内”のため、日本企業が海外支店等で生産したモノやサービ
スの付加価値は含まない。」とし，「国内の景気をより正確に反映する指標」として用いられて
いる（26）。このことから，国家間の経済の活発度を単純に比べるのであれば，国内総生産（GDP）
は有効であることが分かる。
しかし，この国内総生産（GDP）の欠点として，持続可能な社会の実現を唱える大橋氏は，「福
祉や環境，ジェンダーなどからみて，明らかに国民にとってマイナスの要素である，交通事故，
戦争，自殺，環境汚染，離婚などが生じても，金銭的な支払いが生じると，国内総生産（GDP）
は経済効果としてすべて加算されてしまう」と述べている（27）。
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一方で，経済以外の幸福度に関わる要素は，国内総
生産（GDP）に反映されない場合がある。例えば国内
総生産（GDP）上位 9 カ国とブータンの失業率を示す
（表 2）をみると，ブータンは他の 9 カ国の失業率を下
回っていることが分かり，経済的に豊かではあっても，
仕事が保障されているというわけではない。当然失業
率が低い方が国民にとってプラスであるにもかかわら
ず，国内総生産（GDP）では，この「労働」の要素は
測ることができない。
次に，国内の所得格差の度合いを示す「ジニ係数」
を用いて，国内総生産（GDP）上位 9 カ国とブータン
を比べる（表 3）。
　「ジニ係数」は 0 から 1 の間で示し，1 に近いほど格
差が大きいということを示している。この（表 3）か
らブータンの所得格差は，他の先進国並みであること
が分かる。一方で，中国やブラジルといった新興国で
は数値が大きく，貧困の差が激しいことが分かる。現
に中国では，人口10％が富の84.6％を所有している（28）。
　「平等」「公平」は，「幸福のカギ」であると，ブータ
ンの首相であるジグメ・ティンレイ氏が述べているこ
とからも（29），ジニ係数は幸福度の向上において無視で
きない。
そのほか大橋氏は，家庭内の「家事」「育児」「介護」
といった「福祉」の要素や，フランスの哲学者ジャン・
ボードリヤール氏が指摘した「学術研究」「文化」，ア
メリカの社会学者ダニエル・ベル氏が指摘した「スポ
ーツ」「レジャー」は，全て市場を介さないため，国内総生産（GDP）に計上されないことを
忠告している（30）。
以上のことから，国の豊かさは国内総生産（GDP）では，一辺倒に測ることのできない
にもかかわらず，国内総生産（GDP）が真っ先に用いられているのではないかと，私は推
測している。人々にとってマイナスである要素でも，国内総生産（GDP）には反映されて
しまう一方で，国民に心の充足をもたらす要素は十分に反映されないことが分かった。この
ことから，国内総生産（GDP）はあらゆる要素を測る指標として不適であると，私は主張
する。
（表 2） 国内総生産（GDP）上位 9 カ国と
ブータンにおける失業率
15 歳以上に占める失業
者の割合
アメリカ 8.95％ （67 位）
中国 4.10％ （14 位）
日本 4.57％ （22 位）
ドイツ 5.98％ （34 位）
フランス 9.63％ （70 位）
ブラジル 5.97％ （33 位）
イギリス 8.02％ （64 位）
イタリア 8.43％ （67 位）
ロシア 6.50％ （40 位）
ブータン 3.10％ （9 位）
出所：国際通貨基金（IMF），2011 年
対象国：105 カ国　（表作成：関口）
（表３） 国内総生産（GDP）上位 9 カ国と
ブータンのジニ係数
ジニ係数
アメリカ 0.408
中国 0.447
日本 0.249
ドイツ 0.283
フランス 0.327
ブラジル 0.593
イギリス 0.360
イタリア 0.360
ロシア 0.310
ブータン 0.352
出所：9 か国…世界銀行，2005 年
ブータン…National Statistics Bureau,
『Poverty Analysis Report 2007』,2007年，
p.28　　　　　　　　　　（表作成：関口）
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（2）国内総生産（GDP）に代わる新たな指標
現在では「物質的な豊かさ」を測る国内総生産（GDP）のほか，ブータンの国民総幸福量
（GNH）をはじめ，「精神的な豊かさ」を測る指標が研究されている。ここでは，経済の豊か
さを測る指標として，国内総生産（GDP）と国民総所得（GNI）の 2 つを取り上げる。また，「健
康」，「教育」と「経済」を測る指標の「人間開発指数（HDI）」，社会に関することでも特に「平和」
に焦点を当てている「世界平和度指数（GNI）」と，「環境」，「健康」，そして「生活の満足度」
を測る「地球幸福度指数（HPI）」の 3 つを扱う（表 4）。
次に，各指標における国内総生産（GDP，ここでは名目を扱う）上位 9 か国とブータンの順位・
記録をみていく。各指標の結果は，（表 5-1）（表 5-2）の通りである。
（表 4）各指標の概要と観点
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
国内総生産
（GDP）
?
?
?
実際に市場で取り引きされている価格に基づいて推計された値。イン
フレ・デフレによる物価変動の影響を受ける。
?
?
?
実質値は，ある年からの物価の上昇・下落分を取り除いた値。経済成
長率をみるには，実質値を参考にすることが多い。
国民総所得
（GNI）
?
?
?
実質 GDP ＋交易利得＋海外からの所得の純受取（実質）。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 人間開発指数
（HDI）
（1）健康で長生きできるかどうか（2）知識を得る機会があるかどう
か（3）人間らしい生活を送れるかどうかについて，長期にわたる進
歩の度合いを測定する総合的な指標。
世界平和度指数
（GPI）
（1）内紛・国際紛争（2）社会における安心・安全（3）軍備の 3 項目
に関する 23 の質問により，対象国及び地域がどのくらい平和かを表
す。
地球幸福度指数
（HPI）
国の幸福度を測る指標。（1）生活に対する満足度（2）平均余命（3）
環境への負荷の 3 つの要素を数値で表し，生活に対する満足度 × 平
均余命÷環境への負荷で求める。
（表作成：関口）
（表５- １） 名目 GDP 上位 9 カ国とブータンの「物質的な豊かさ」を測る指標の順位等
国内総生産（GDP） 1 人当たりの国民総所得
（GNI）名目 実質
アメリカ 1 位 1 位 10 位（43,017）
中国 2 位 3 位 94 位（7,476）
日本 3 位 2 位 23 位（32,295）
ドイツ 4 位 4 位 17 位（34,854）
フランス 5 位 6 位 24 位（30,462）
ブラジル 6 位 11 位 77 位（10,162）
イギリス 7 位 5 位 21 位（33,296）
イタリア 8 位 7 位 30 位（26,484）
ロシア 9 位 14 位 53 位（14,561）
ブータン 166 位 179 位 105 位（5,293）
対象国 185 カ国 185 カ国 187 カ国
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まず，「物質的な豊かさ」を測る国内総生産（GDP）をみていく。ブータンは 1980 年以降，
1981 年に 1372 億米ドル，1991 年に 2435 億米ドル，2001 年に 4556 億米ドル，2011 年に 1
兆 6889 億米ドルと国内総生産（GDP）を拡大しているものの（31），世界全体の中でもかなり
下位に位置しており，相対的にみると物質的に豊かであるとはいえない国である。
あるいは，1 人当たりの国民総所得（GNI）に関しては，世界全体でみれば中位にいるもの
の，国内総生産（GDP）上位 9 カ国と比べると，新興国で経済格差が顕著な中国を除き，は
るかに下回っていることが分かる。
人間開発指数（HDI）をみると，ブータンの最重要課題の 1 つとして，教育の充実が挙げ
られそうである。学校を出ていない，あるいは現在通っていない者は 62.7％に上る（32）。特に，
女性に対する教育が遅れており，問題視するべき点である。女性の就学率の向上は，家庭の教
育力の向上に直結するものであり，正しい知識を身に付けることで，保健・衛生に関する問題
の減少にもつながると，私は考える。
一方で，世界平和度指数（GPI）におけるブータンの指数は，先進 9 カ国と比べても高く，日本，
ドイツに次ぐ水準である。「地域」「政治」の要素が強い指標であるが，ブータンが高水準であ
る理由として，国内の治安の良さ，あるいは隣国と穏やかな関係であること，政治における安
定，犯罪や軍事費が抑えられていることが考えられる。
さらに，地球幸福度指数（HPI）では，先進各国よりも高く，新興国のブラジルに次いで 2
（表５- ２）名目 GDP 上位 9 カ国とブータンの「精神的な豊かさ」を測る指標の順位等
人 間 開
発 指 数
（HDI）
人間開発指数（HDI）の 3 つの観点 世界平和度
指数（GPI）
地球幸福度
指数（HPI）健康 教育 経済
出生時
平均余命
就学年齢の子ども
が，その後の生涯
で受けると予測さ
れる教育の年数
25 歳以上の人が
生涯を通じて受
けた教育の平均
年数
1 人当たりの
国 民 総 所 得
（GNI）
アメリカ 3 位 38 位（78.5） 21 位（16.0） 2 位（12.4） 10位（43,017） 88 位 114 位
中国 101 位 85 位（73.5） 116 位（11.6） 104 位（7.5） 94 位（7,476） 89 位 20 位
日本 12 位 1 位（83.4） 37 位（15.1） 15 位（11.6） 23位（32,295） 5 位 75 位
ドイツ 8 位 22 位（80.4） 24 位（15.9） 5 位（12.2） 17位（34,854） 15 位 51 位
フランス 20 位 10 位（81.5） 17 位（16.1） 30 位（10.6） 24位（30,462） 40 位 71 位
ブラジル 85 位 85 位（73.5） 59 位（13.8） 113 位（7.2） 77位（10,162） 83 位 9 位
イギリス 28 位 23 位（80.2） 17 位（16.1） 64 位（9.3） 21位（33,296） 29 位 74 位
イタリア 24 位 6 位（81.9） 16 位（16.3） 44 位（10.1） 30位（26,484） 38 位 69 位
ロシア 66 位 124 位
（68.8）
52 位（14.1） 55 位（9.8） 53位（14,561） 153 位 108 位
ブータン 140 位 136 位
（67.2）
130 位（11.0） 179 位（2.3） 105位（5,293） 19 位 17 位
対象国 187 カ国 187 カ国 187 カ国 187 カ国 187 カ国 158 カ国 143 カ国
出所：国内総生産（GDP）…国際通貨基金（IMF），2011 年
　　　人間開発指数（HDI）…国連開発計画（UNDP）『Human Development　Report 2011』，2011 年
　　　世界平和度指数（GPI）…経済平和研究所，2012 年
　　　地球幸福度指数（HPI）…英二ューエコノミックス財団（NEF），2009 年　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
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番目に位置している。この指標の特徴は，「環境」の要素が含まれていることであり，「人間活
動が地球環境に与えている負荷を測る指標」である「エコロジカル・フットプリント」（33）を
判断の基準の 1 つとして採用している。これは，所得の多い国ほど高い数値となる傾向がある。
また，「精神面の充足」を測る「生活に対する満足度」と，既出の「健康」の要素である「平
均余命」を掛けたものを，「環境への負荷」で割った数値で測るため，「環境」の要素が順位に
大きな影響を与えることが分かる。そのため先進国では，最も上位でもドイツの 51 位である。
しかし，「物質的な豊かさ」偏重の社会の在り方に，疑念を抱きつつある今日において，いかに「環
境への負荷」を抑えられるかがカギとなる。
人間開発指数（HDI），世界平和度指数（GPI）や地球幸福度指数（HPI）は，大量生産・大
量消費というこれまでの社会から，新しい社会の在り方へ移り行く現在の情勢を汲み取り，経
済の要素だけを測る指標に代わる新たな指標として作られたものだと，私は考える。
（3）国民総幸福量（GNH）の定義
（3）－ ① 国民総幸福量（GNH）調査の概要
ブータンでは 2013 年現在，3 回の国民総幸福量（GNH）調査が行われてきた。ただし大橋
氏によると，ブータン総合研究所（The Centre for Bhutan Studies）が調査に関わったのは第
2 回以降になるので，一般的に 3 回目にあたる調査が，ブータン総合研究所のいう第 2 回国民
総幸福量（GNH）調査に当たる（表 6）。
（表 6）国民総幸福量（GNH）調査の要項
実施回数 期間 回答者数 質問数 調査機関
1 回目 2006 年 9 月～ 2007 年 1 月 350 57 OPHI（34）のサビー
ナ・アルカイア氏
2 回目 2007 年 10 月～ 2007 年 3 月 950 72 ブータン総合研究所
3 回目 2010 年 4 月～ 2010 年 7142 249 ブータン総合研究所
出所：大橋照枝『幸せの尺度 ブータン人の幸せ感に学ぶ』，麗澤大学，2012 年，p48　　　　（表作成：関口）
そこで本稿では，2010 年に行われた通算 3 回目にあたる国民総幸福量（GNH）調査の結果
を考察・分析していく。以下に調査の質問内容と 9 領域・33 項目を記す（表 7）。
（表 7）2010 年国民総幸福量（GNH）調査の 9 領域・33 項目と質問内容の例
9 領域 33 項目 質問の例（回答方法）
精神面の充足
生活の満足度 あなたは自身の生活水準にどれくらい満足していますか。（5 段階）
楽観的な感情 ここ 2，3 週間において，どれくらい穏やかな気持ちでいられましたか。（頻
度を 4 段階）
悲観的な感情 ここ 2，3 週間において，どれくらい悲しくなりましたか。（頻度を 4 段階）
精神面 あなたはどれくらい祈っていますか。（頻度を 4 段階）
健康
自己申告による健康 総合的にみて，あなたの健康状態はどうですか。（5 段階）
健康的な日々 この 30 日間で，病気や怪我で過ごした日数は？（数字を記入）
ハンディキャップ 長期的な病気によって，自身の活動は制限されましたか。（頻度を 5 段階）
心身の健康 この30日間で，ストレス，憂鬱，感情の異常を感じた日数は？（数字を記入）
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時間の使い方
就寝時間 就寝の時間は？（分単位で記入）
労働時間 労働の時間は？（分単位で記入）
文化の多様性
及び強靭性
文化に対する参画度 1 年間で地域の祭りや近所の choku にどれくらい参加しますか。（頻度を
5 段階）
母国語を話す あなたは今，どれくらい上手に母語を話すことができますか。（4 段階）
13 の芸術，技能 Zorigchusum をどれくらい身に付けていますか。（13 のうちいくつでき
るか数字を記入）
マナー ディグラム・ナムジャの精神を大切にしていますか。（3 段階）
教育
読み書き あなたは言語を読んだり書いたりできますか（2 択）
就学 あなたの最終学歴は？（8 つの選択肢から該当するものを選択）
知識 あなたはどれくらい地元の伝説や民話の知識・理解がありますか。（5段階）
価値 盗みをしたことはありますか。（頻度を 3 段階）
よい統治
政治参加度 あなたは次の選挙に投票するつもりですか。（2 択）
サービス あなたは最も近い診療所まで徒歩でどれだけかかりますか。（分単位で記
入）
政治パフォーマンス 職の創出における政府のはたらきは？（5 段階）
基本的な権利 言論の自由が保障されていると感じますか。（2 択）
地域の活力
寄付 あなたはこの1年間で何日間，ボランティアをしていますか。（日数を記入）
安全性 あなたはこの 1 年間で犯罪の被害にあっていますか。（2 択）
地域内の関係 あなたは近所の人を信頼していますか。（4 段階）
家族 家族で互いに支えあっていますか。（3 択）
生活水準
収入 1 年間の現金収入はおよそいくらですか。（数字を記入）
資産 あなたはどれくらい動物を飼っていますか。（10 種の動物を対象。数字を
記入）
住まい あなたの住んでいるところは賃貸住宅ですか。マイホームですか。
環境の多様性
及び耐性
野生生物からの被害 あなたはこの 1 年間で，野生生物による作物の被害を受けていますか。（頻
度を 4 段階）
都会の問題 あなたの地域では交通渋滞が問題になっていますか。（4 段階）
環境への責任 あなたは自然環境を保護することに責任を感じていますか。（4 段階）
生態系の問題 あなたの地域では河川の汚染が問題になっていますか。（4 段階）
出所：The Centre for Bhutan Studies『A Short Guide to Gross National Happiness Index』　　　　　　　（表作成：関口）
　（表 7）をみると，あらゆる側面
から領域が構成されていることが分
かる。そして前項に記した指標には
ない，人間の「心」に強くかかわる
領域があることが，国民総幸福量
（GNH）の特徴である。また，「心」
に関することがどれくらい「満足の
状態」であるかを測るため，主観的
な判断に基づく質問事項も設けてあ
る。これは特に「精神面の充足」と「健
康」の領域に多くみられる。
これらの領域において，「時間の
（図 8）9 領域の密接な関連性
出所：The Centre for Bhutan Studies
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使い方」「文化の多様性及び強靭
性」「教育」「よい統治」「地域の
活力」は「社会」，「生活水準」は「経
済」，「環境の多様性及び耐性」は
「環境」，そして「精神面の充足」「健
康」は「心」の 4 つの要素に分類
できると，私は考えた。また（図 8）
をみると，「Governance （統治）」，
「Environmental Diversity（ 環 境
の多様性）」などから，「health（健
康）」「psychological well-being（精神面の幸福・健康）」へ行き着くことが分かる。そして
これらの「心」の要素が，直接的に「Happiness（幸福）」をもたらしている。
よって本論文では，「社会」「経済」「環境」の 3 要素を「心の開発及び充足にかかわるカテ
ゴリー」，「心」を「直接的に幸福をもたらすカテゴリー」とした（表 8）。
（3）－ ② 国民総幸福量（GNH）の定義
まず，「豊かさ」について述べる。本論文では「豊かさ」において，「物質的な豊かさ」と「精
神的な豊かさ」の 2 つがあると考え，次のように定義する。
「物質的な豊かさ」とは，「経済，特に消費欲・所有欲の充足によって生まれる満足感の得
られやすさ」であり，「精神的な豊かさ」とは，「4 つの要素の充足のよって生まれる満足感
の得られやすさ」である。
ここでいう「4 つの要素」とは．（表 8）で明らかにした「社会」，「経済」，「環境」，そして
「心」の 4 つを指す。「精神的な豊かさ」に「経済」の要素を含めた理由は，（図 8）に「Living 
Standard（生活水準）」が「心」の要素に直接かかわっているからである。そのため「物質的
な豊かさ」は，特に消費欲・所有欲の充足によって豊かになるものと捉える。どちらの「豊か
さ」も，豊かであるほど満足感が得られやすくなり，この満足感から「幸せ」を実感できるの
ではないかと，私は考えた。
そこで次に，「国民総幸福」の実現に向けて，どうあるべきか考察していく。平山氏は，ア
ジア太平洋地域会議におけるティンレイ首相のスピーチを以下のように言い換えた（35）。
先進国に対しては経済成長だけがグローバルスタンダードではないと訴え、途上国には開発
や援助による国造りが必ずしも万能ではないのではないか。人々が貧しくとも心豊かであれ
ばそれなりの幸福感のある社会が実現できるのではないか。
また，ドルジェ・ワンモ・ワンチュック前王妃は，国民総幸福量（GNH）の立脚点を次の
信念に基づくものとした（36）。
（表 8）国民総幸福量（GNH）の 9 領域の分類
9 領域 要素 カテゴリー
文化の多様性・強靭性 社会 心の開発及び充足にかかわるカテ
ゴリー教育
よい統治
地域の活力
時間の使い方
生活水準 経済
環境の多様性・耐性 環境
＋
精神面の充足
心
直接的に幸福をもたらすカテゴ
リー健康
（表作成：関口）
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人間は物質的な富だけでは幸福になれず，充足感も満足感も抱けない。そして経済的発展お
よび近代化は，人々の生活の質および伝統的価値を犠牲にするものであってはならない。
　「経済」の充実のために開発や近代化を図ることが，必ずしも「幸せ」や良い効果を生み出
すわけではないことが共通点として挙げられる。さらに平山氏は，次のように国民総幸福量
（GNH）について述べている（37）。
筆者は GNH を，相対的に個人が自分の所属する社会が幸せであると感じられることだと意
味付けしている。つまり個人にとっては主体的かつ主観的な幸せの追求を，社会にとっては
大多数の個人が進むべき方向性を共有し，幸せを享受・生産できる安定した社会の状態の追
求を意味しているとも解釈できる。よって幸せを感じる，感じえる心や社会の状態を作るこ
とが GNH への近道ではないかと筆者は考えている。
そして平山氏は，国民総幸福量（GNH）の「National」を国民ではなく「国家（社会）」で
あるとし，「国民が幸福を実感して暮らせる社会環境づくりのための理念 / 哲学」と定義して
いる。以上のことを基に，私は国民総幸福量（GNH）の理念を次のように定義する。
「社会」「環境」「経済」「心」の要素の充足によって，国民一人ひとりが満足感を得られる「幸
福を実感できる社会」づくりを目指す。
ここで「物質的に豊か」でさえあれば，満足感を得て，「幸せ」を実感できるということで
はないことを強調したい。そのことを次ページ以降で考察していく。
（3）－ ③ 「幸福を実感できる社会」を実現するには
まず，「物質的に豊かである社会」＝「幸福が実感できる社会」ではないことを，平山氏と
大橋氏の見解を挙げながら示していく。
国内総生産（GDP）は，私たちにとってプラスなこと・マイナスなこと全て，市場を介す
ると計上されることから，大量生産・大量消費社会によってもたらされる経済発展のようなプ
ラスの面はもとより，生産・消費・廃棄の過程で明らかに環境や社会にとってマイナスなこと
が起こった場合も，国内総生産（GDP）に計上されてしまう。
ただし，開発によって経済が発展することは貧困の解消につながり，
国内総生産（GDP）の増加によって欲求が満たされやすくなり，充足
を得ることができる。しかし，平山氏は仏教経済学に詳しい井上信一
氏の幸福度の式（右図）を挙げながら，以下のように述べている（38）。
欲望が充足される過程は，欲望を作りだす依存効果が大きな力を発揮する。よって充足を繰
り返すだけの行為には，満足と言うゴールは見えないと考えられるのである。（中略）欲望
を増殖させない考え方や価値観が懐柔しないと，その満足に至らないと推測できる。
さらに平山氏は , マズローの欲求階層を挙げながら , 以下のように述べ，結論として「GNH
のような宗教や社会規範に基づいた理念や，哲学による個人の心の開発が必要ではないかと考
えている。」とした（39）。
　　　　 　財
幸福度＝ ────
　　　　　 欲望
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充足によって幸福感を得る事が出来る生活水準は，マズローの欲求ヒエラルキーの第 2 段階
までである。（中略）その上の段階の充足には，より個人の高い精神性が必要となり , これ
は社会が共通に持つ伝統規範や共通認識の存在が不可欠である
ブータン社会の「伝統規範や共通認識」とは，少欲知足やディグラム・ナムジャの精神であ
ると考える。加えて平山氏は，現在は供給が需要を創造する時代であることを指摘した。既に
「満足の状態」である消費者に対し，新たなニーズを作り出し，不安を抱かせ，「充足」をあお
っている。しかし，こうして「肥大化していく欲望」にも「満足の状態」になることを求め，
幸福感を得ようとする手法には限界があり，消費拡大型の思考からの脱却が求められているも
のと受け止めている。
　「物質的な豊かさ」によってもたらされる「物欲」を満たしていくよりも，欲求の妥協・抑
制をすることで得られやすくなる仏教式の「満足の状態」を望むこと，あるいは「心の開発」
といった個人の意識を変えていくことを，平山氏は訴えている（40）。
以上のことを踏まえ，「幸福を実感できる社会」の実現を考えると，個人の精神面が非常に
大切であることが分かる。しかし，全て個人の心の持ち様としてしまうと，解決できなくなる
と私は考える。それは，今までに経済開発を行ってきた先進各国の抱える問題は，個人に関わ
ることだけでは済まされず，社会や環境に関わることも多いからである。
先進各国に住む人たちが，今まで「物質的な豊かさ」から得てきた「幸福」は測り知れない。
しかし環境のことを振り返らず，大量生産・大量消費を繰り返した結果，地球規模の環境問題，
生態系の崩壊，資源の枯渇や公害といった，人々にとって不都合な問題が起こっている。これ
までの「幸福」が，いかに身勝手で一過性のものであるかが分かる。
資源や環境を犠牲にしてきた今，個人の精神面の開発・充足に加え，社会と環境に負担をか
けない開発が欠かせないと，私は考える。このことを踏まえ，「幸福を実感できる社会」を考
えていくとき，大橋氏の以下の主張は核心的であり，的を射ている（41）。
現在世代のみが幸福感や満足度を達成するために資源や環境を使いつくして，将来世代にワ
リを食わせたり，将来世代にツケを回したりすることがあってはならない。つまり，世代間
で搾取をすることがあってはならないということである。将来世代にわたり，資源や環境の
めぐみを享受できる，子々孫々まで持続可能な発展をする社会である必要がある。
カギとなることは，「持続可能な開発」である。経済発展によって「物質的な豊かさ」の有
難さを知っている中で，消費欲・所有欲の充足から得た「幸せ」を捨てるとともに，大量生産・
大量消費社会からの完全な脱却を図ることは容易ではない。しかし，この「身勝手な開発」か
ら「持続可能な開発」への転換がこの先求められることだと考える。
「持続可能な開発」には，資源を可能な範囲で抑え，保存や再生していくことが必要不可欠で
ある。また，環境への配慮もなされていかなければならない。そして大橋氏は「理想の社会」
の在り方を次のように定義している（42）。
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①その構成員である一人ひとりの＜幸福感＞や＜心の満足度＞が高く，②同時にその社会が
現在世代だけでなく将来世代にも＜持続可能な発展＞が担保されている社会
　以上のことを念頭におくと，「幸福を実感できる社会」とは以下のようなものであると，私
は考える。
国民一人ひとりが満足感を抱き，「精神的な豊かさ」と「物質的豊かさ」のバランスが取れ
ているとともに，「将来世代の国民総幸福」を保障し，資源や環境に配慮した「持続可能な
開発」が成し遂げられている社会。
この第 1 節では，「経済」以外の要素も「幸福」に密接に関わっていることが分かった。国
民総幸福量（GNH）は，ブータン国民の 4 つの要素における「満足の状態」を測り，ブータ
ン独自の政策を究めるための役割を果たしているものであるといえる。
第 2 節　国民総幸福量（GNH）調査の結果・分析
国民総幸福量（GNH）調査の結果を考察し，国民総幸福量（GNH）や「幸せ」を構成する
4 つの要素を分析するとともに，ブータンの「幸福観」を捉える視点を見出していく。
（1）国民総幸福量（GNH）調査の結果と考察
国民総幸福量（GNH）は，各領域で一定の基準（「満足の状態」）をいくつ超えるかで診
断される。2010 年の調査結果では，「deeply happy」「extensively happy」「narrowly happy」
「unhappy」の 4 段階に幸福度を分類している。その結果は（表 9）である。
 （表 9）2010 年国民総幸福量（GNH）調査の結果
幸福度 回答者の割合 条件（9 つの領域で「満足の状態が」…） 幸福の線引き
deeply happy 8.3％ 7 つ以上
幸せ
extensively happy 32.6％ 6 つ以上
narrowly happy 48.7％ 5 つ以上
幸せではない
unhappy 10.4％ 4 つ以下
出所：Karma Ura・他『An Extensive Analysis of GNH Index』，Centre for Bhutan, Studies, 2012 年　　　　　　（表作成：関口）
5年前の国勢調査の際は，「今，あなたは幸せですか。」という非常にシンプルな問いであったた
め，国民の97パーセントが「幸せ」だと答えたが，この調査で「幸せ」と診断された人は，全体
の40.9パーセントであった。一方で「幸せではない」と診断された者は，59.1パーセントを占めた。
しかし，この結果を単純に 5年前と比較し，幸福度が大幅に下がったと捉えるのは早計である。
というのは，2つの理由がある。一つに先にも述べているが，5年前とは幸福度の測り方が異な
るからである。もう一つは，「満足の状態」の基準は個人の捉え方次第であるとともに，9つの
領域のうち，いくつ満たされれば「幸福」とみなせるかは，個人によって変わってくるためである。
以上のことから，国民総幸福量（GNH）が下がったと一概に捉えるべきではない。よって，
2010 年の国民総幸福量（GNH）調査の結果を考察し，ブータン国民の幸福観を見出すととも
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に，どうすれば国民総幸福量（GNH）が向上するかを分析していく。
（1）－ ① 人口の規模
人口 5 万人を超える県であるティンプー，タシガン，チュカ，サムチェの幸福度をみると，
この 4 県は特別上位ということではない。したがって人口の多い，いわゆる「都市部」である
ために，「幸福を実感できる社会」が実現しているとは言い難い（表 10）。
（表 10）人口が 5 万人を超える県における幸福度
人口 幸福度順位 幸福度指数
ティンプー 9 万 8676 人 5 位 0.773
チュカ 7 万 4387 人 10 位 0.752
サムチェ 6 万 100 人 12 位 0.736
タシガン 5 万 1134 人 16 位 0.708
出所： An Extensive Analysis of GNH Index 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
（1）－ ② 生活水準　
次に，9 領域において唯一「経済」の要素である「生活水準」が，どのくらい幸福度に影響
を与えるのか結果をみていく（表 11）。
（表 11） 幸福度上位 6 県（■の県）と下位 6 県の「生活水準」3 項目における「満足の状態」に
　　　　達している割合と順位（20 県中）
収入 資産 住まい
「満足の状態」
の割合と順位
幸福度 県名 「満足の状態」
の割合と順位
幸福度 県名 「満足の状態」
の割合と順位
幸福度 県名
91.5％（1 位） 2 位 サルパン 85.8％（1 位） 5 位 ティンプー 77.3％（1 位） 5 位 ティンプー
80.0％（6 位） 3 位 ダガナ 73.3％（2 位） 4 位 ハ 63.8％（3 位） 1 位 パロ
78.0％（7 位） 6 位 ガサ 73.2％（3 位） 6 位 ガサ 56.6％（4 位） 2 位 サルパン
74.3％（9 位） 20 位 サムドゥプ・
ジョンカル
72.0％（4 位） 1 位 パロ 50.7％（5 位） 4 位 ハ
74.2％ ブータン全体 54.8％（9 位） 3 位 ダガナ 46.3％ ブータン全体
73.9％（10 位）5 位 ティンプー 53.4％ ブータン全
体
44.6％（8 位） 19 位 トンサ
72.9％（11 位）1 位 パロ 51.8％（10 位）2 位 サルパン 42.6％（9 位） 3 位 ダガナ
71.1％（14 位）4 位 ハ 51.6％（11 位）19 位 トンサ 35.6％（13 位）20 位 サムドゥプ・
ジョンカル
69.4％（15 位）19 位 トンサ 44.3％（13 位）15 位 ペマガツェ
ル
32.9％（15 位）15 位 ペマガツェル
68.2％（17 位）17 位 ルンツェ 34.9％（17 位）20 位 サ ム ド ゥ
プ・ジョン
カル
32.9％（15 位）17 位 ルンツェ
56.6％（18 位）17 位 タシ・ヤンツ
ェ
32.1％（18 位）17 位 タシ・ヤン
ツェ
20.3％（17 位）16 位 タシガン
55.8％（19 位）16 位 タシガン 28.5％（19 位）16 位 タシガン 20.2％（18 位）17 位 タシ・ヤンツ
ェ
53.9％（20 位）15 位 ペマガツェル 22.3％（20 位）17 位 ルンツェ 17.8％（19 位）6 位 ガサ
出所： The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
　「生活水準」の項目は，「収入」「資産」「住まい」の 3 項目からなる。まず「収入」の項目
においては，ブータン全体で 74.2％の人たちが，「満足の状態」に達している。そして幸福度
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下位 6 県において，この 74.2％に満たない県は 5 県に上る。さらに「資産」「住まい」の項目
においては，幸福度下位 6 県はすべて，それぞれのブータン全体の「満足の状態」に達して
いない。続いて幸福度上位 6 県をみると，「収入」においてブータン全体の基準値を上回った
県は 3 県，「資産」においては 5 県，「住まい」は 4 県であった。
このことから「物質的な豊かさ」は，人々に「幸福」を実感させる上で欠かせない要素とな
っていることが分かる。
（1）－ ③ 所得と労働
労働時間に対する所得は，幸福度に顕著に表れている要素であった（表 12）。労働時間が長
いわりに所得の少ない人たちは幸福度が低く，労働時間が短く所得の多い人たちは幸福度が高
いことが分かる。
（表 12）県別の幸福度，所得，労働時間
幸福度 地方名 1 年間の家庭における所得（Nu）
（■の県は，所得上位 11 県）
労働時間（分）
（■の県は 500 分未満）順位 指数
1 位 0.807 パロ 4 位 171481 400-450
2 位 0.795 サルパン 10 位 107942 450-500
3 位 0.783 ダガナ 11 位 107438 400-450
4 位 0.775 ハ 7 位 137282 450-500
5 位 0.773 ティンプー 1 位 323506 400-450
6 位 0.771 ガサ 3 位 178591 450-500
7 位 0.770 チラン 12 位 100839 500-550
7 位 0.770 プナカ 6 位 161313 400-450
9 位 0.753 シェムガン 14 位 87048 400-450
10 位 0.752 チュカ 5 位 162145 450-500
11 位 0.737 ワンジュ・ポダン 8 位 121967 450-500
12 位 0.736 サムチェ 9 位 110368 450-500
13 位 0.734 ブムタン 2 位 231216 450-500
14 位 0.732 モンガル 15 位 82003 500-550
15 位 0.712 ペマガツェル 17 位 79134 500-550
16 位 0.708 タシガン 19 位 55982 500-550
17 位 0.698 ルンツェ 20 位 48711 500-550
17 位 0.698 タシ・ヤンツェ 18 位 63207 550-600
19 位 0.684 トンサ 13 位 100256 500-550
20 位 0.655 サムドゥプ・ジョンカル 16 位 80512 500-550
出所： The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
チランのみ「労働時間が長く所得が少ない」にもかかわらず，幸福度が 7 位という結果で
あるものの，幸福度上位 13 位以内に所得上位 11 県が占め，チランを除く 12 県で労働時間が
500 分未満に収まっている。一方，幸福度 14 位以下は，どの県も労働時間が 500 分以上であ
りながら，トンサを除く 6 県で，年間所得が 10 万 Nu を下回っている。
以上により，収入が多ければ比較的幸福度も高いということがいえる。ただし，「生活水準」
の領域で「満足の状態」に達していなくても，他の領域において「満足の状態」が 6 つ以上あ
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れば，「deeply happy」または「extensively happy」と診断されることになるため，「物質的に
豊か」でなくても，「幸せ」と診断されることはあり得る。
一方で，「物質的豊かさ」に執着している人たちにとっては，「生活水準」が「満足の状態」
でなければ，「幸せ」と診断されていても，「幸せ」を実感できているのかが疑問であり，数値
によって幸福度を測ることの難しさが露わとなっている。
（1）－ ④ 心の充足
前ページの「所得と労働」で指摘した通り，人によって領域における比重の置き方は異なる
ため，「幸せ」であるかどうかの線引きは非常に難しい。また，根本的な問題として，個人に
よってどのくらいの充足で「満足の状態」に達するかは異なる。そこで次に，主観的な判断を
伴う質問の結果を参考にする（表 13）。
（表 13）「主観的な判断に基づく幸福度」と「生活の質」に関する回答の結果
幸福度 地方名 主観的な判断に基づく
幸福度
生活の質
順位 指数 良い / とても良い
1 位 0.807 パロ 12 位 6.07 4 位 64.80%
2 位 0.795 サルパン 3 位 6.41 5 位 64.10%
3 位 0.783 ダガナ 15 位 5.93 13 位 52.20%
4 位 0.775 ハ 1 位 6.49 10 位 57.50%
5 位 0.773 ティンプー 7 位 6.17 2 位 67.80%
6 位 0.771 ガサ 2 位 6.45 1 位 71.90%
7 位 0.770 チラン 6 位 6.21 2 位 67.80%
7 位 0.770 プナカ 8 位 6.16 12 位 53.10%
9 位 0.753 シェムガン 16 位 5.91 15 位 49.50%
10 位 0.752 チュカ 10 位 6.08 19 位 44.20%
11 位 0.737 ワンジュ・ポダン 4 位 6.30 9 位 58.20%
12 位 0.736 サムチェ 13 位 6.04 17 位 45.30%
13 位 0.734 ブムタン 5 位 6.26 16 位 46.70%
14 位 0.732 モンガル 18 位 5.80 7 位 61.20%
15 位 0.712 ペマガツェル 20 位 5.61 20 位 42.20%
16 位 0.708 タシガン 8 位 6.16 8 位 58.80%
17 位 0.698 ルンツェ 17 位 5.81 11 位 57.30%
17 位 0.698 タシ・ヤンツェ 10 位 6.08 6 位 63.60%
19 位 0.684 トンサ 14 位 6.01 14 位 50.00%
20 位 0.655 サムドゥプ・ジョンカル 19 位 5.71 18 位 44.30%
出所： The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
ここでは 2 つの質問を取り上げる。まず，幸福かどうかを 10 段階で示すという「主観的な
判断に基づく幸福度」の結果では，上位の県が実際の幸福度でも上位にランクしているものの，
実際の幸福度 1 位のパロと 3 位のダガナは，主観的な幸福度に関しては，パロが 12 位，ダガ
ナが15位と，実際の幸福度より低い結果が出ている。一方で，実際の幸福度に関して，ワンジュ・
ポダンは 11 位，ブムタンは 13 位であるものの，主観的な幸福度はワンジュ・ポダンが 4 位
とブムタンが 5 位と，順位に差が出ている。
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あるいは，「生活水準」の領域は経済的な要素が強いため，生活及び人生そのものの質を判
断する「Quality of life（生活の質）」という観点がある。この結果でも，幸福度で上位の県が
おおよそ良い結果を出しているものの，モルガン，タシガンやタシ・ヤンツェの各県にみられ
るように，実際の幸福度が下位の県でも，現状の「生活の質」に満足している人々も少なくな
いということが分かる。
ただし，「Quality of life（生活の質）」においては，「生活水準」のように経済的に不自由な
く暮らせるかどうかが問われているのではない。これは，なかでもガサ県に強くいえることだ
が，主観的な判断に基づく幸福度 2 位，「Quality of life」1 位の県でありながら，「自宅から自
動車道までの時間」と「電気使用の割合」で （表 14）のようになっており，20 県のうちいず
れも最下位となっている。
（表 14）ガサ県の「自宅から自動車道までの時間」と「電気使用の割合」（2005 年）
自宅から自動車道まで，3 時間以上かかる割合 電気使用の割合
ガサ 72.8％ 0.0％
ブータン全体の平均 20.4％ 57.1％
出所：JICA『ブータン王国　貧困プロファイル調査（アジア）』，2010 年，p16，18　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
道路へのアクセスは，社会サービスや市場へのアクセスという観点で，そしてより良い教育
及び保健サービスを受ける上で重要な役割を担う（43）。また電気に関しても，一定の生活水準
を保つ上で切り離せないものである。しかし，どちらの不便も幸福度には影響していないこと
がこの結果から分かる。
また，ワンジュ・ポダン県のフォブジカ谷では，（図 4）で示したオグロヅルが飛来するために，
電線を張っていない。そのため，電気のない生活を送っているものの，村の人たちは自然と一
体となり，「暗くなったら寝るだけ」といった生活を送っている（44）。
（1）－ ⑤ 地域への所属意識
　「地域の活力」の領域において，年間における寄付の金額を問う質問がある。この寄付が所
得のどれくらいを占めているか割合を出すと，幸福度下位 5 県は，この割合の上位 6 県で占
めていることが分かる（表 15）。
（表 15）家庭の所得における寄付の割合
幸福度の順位 1 年間の家庭における所得 地方名 家庭の所得を占める寄付の割合と全体順位
16 位 19 位 タシガン 5.8％（3 位）
17 位 20 位 ルンツェ 10.6％（1 位）
17 位 18 位 タシ・ヤンツェ 8.6％（2 位）
19 位 13 位 トンサ 5.5％（4 位）
20 位 16 位 サムドゥプ・ジョンカル 5.0％（6 位）
出所：The  Centre  for  Bhutan  Studies『GNH  Survey  Findings  2010』　　　　　　　　　　　　　　　　（表作成：関口）
決して幸福度の高い県ではないものの，地域と「互助互恵」の精神で，金銭や時間を分かち
合うことがブータンの人たちの姿であり，自身の「幸福」に大いに影響をもたらしているもの
と，私は受け止めている。というのは（表 13）をみると，この 5 県でも，「主観的な判断に基
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づく幸福度」や「生活の質」の順位が中位の県も見受けられるからである。
（1）－ ⑥ 幸福度における上位と下位の決め手となる要素
33 項目の「満足の状態」の割合を，ブータン全体と県別ごとにみていく。はじめに，ブー
タン全体で「満足の状態」の割合が高い項目と，低い項目を取り上げる（表 16）。ここで，割
合の低い項目に注目すると，いずれも「社会」に関することであることが分かる。
（表 16）ブータン全体における「満足の状態」の割合が高い項目と低い項目
「満足の状態」の割合が高い項目 「満足の状態」の割合が低い項目
価値（教育） 97.3％ 知識（教育） 7.4％
安全性（地域の活力） 96.2％ 文化への参画度（文化） 33.2％
母語を話すこと（文化） 95.1％ 就学（教育） 37.4％
家族（地域の活力） 92.9％ サービス（政治） 40.9％
ハンディキャップ（健康） 89.5％ 仕事（時間の使い方） 45.0％
出所： Karma Ura・他『An Extensive Analysis of GNH Index』，Centre for Bhutan, Studies, 2012 年　　　　　（表作成：関口）
次に，幸福度上位 6 県と下位 6 県において，項目ごとの「満足の状態」の割合が，ブータ
ン全体の平均を超えている県数を記す（表 17）。
 （表 17）  幸福度上位 6 県・下位 6 県における，項目ごとの「満足の状態」の割合が，ブータン全体の
平均を超えている県数（■は，平均を超えた県が 6 県中 2 県以下）
要素 領域 項目 上位 6 県のうち
下位 6 県
のうち 要素 領域　 項目
上位 6 県
のうち
下位 6 県
のうち
心
精神面の
充足
生活の満足度 4 0 社会 政治 政治参加度 3 6
楽観的な感情 4 3 サービス 4 0
悲観的な感情 4 1 政治パフォー
マンス
2 3
精神面 4 4 基本的な権利 4 0
健康 自己申告による健
康
5 1 地域 寄付 2 5
健康的な日々 6 0 安全性 2 4
ハンディキャップ 5 1 地域内の関係 4 4
心身の健康 6 0 家族 5 1
?
?
時間の
使い方
就寝時間 3 6 経済 生活水準 収入 3 1
労働時間 4 0 資産 5 0
文化 文化に対する参画
度
2 6 住まい 4 0
母国語を話すこと 3 6 環境 生態系 野生生物への
影響
3 0
13 の芸術，技能 1 5 都会の問題 5 6
ディグラム・ナム
ジャの精神
3 4 環境への責任 4 2
教育 読み書き 3 0 生態系の問題 3 4
就学年数 3 0
知識 4 2 　 出所： Karma Ura・他『An Extensive Analysis of GNH 
Index』，Centre for Bhutan, Studies, 2012 年（表作成：関口）価値 2 4
この結果から，幸福度上位 6 県は「文化」と「地域」の領域で，下位 6 県は「健康」「教育」
「生活水準」の領域で，「満足の状態」の割合がブータン全体の平均を下回る県が多いことが分
かった。しかし幸福度下位 6 県でも，「文化」の領域では，「満足の状態」の割合がブータン全
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体の平均を上回る県が多かった。また「地域の活力」の領域では，「家族」がブータン全体の
平均を上回った県が 1 県のみだったが，残りの 5 県もブータン全体の平均からマイナス 5 パ
ーセント以内に収まっており，「文化」と「地域」に対して，「満足の状態」，あるいはそれに
近い県が多いといえる。
一方，「精神面の充足」「健康」「生活水準」の領域において，幸福度上位 6 県と下位 6 県で
は大きな差がみられる。下位 6 県における幸福度向上のカギとなるのは，この「心」と「経済」
の要素を「満足の状態」に引き上げることであると，私は考える。
（3）国民総幸福量（GNH）調査の分析
まず，2010 年に実施した国民総幸福量（GNH）調査結果の考察によって明らかになったこ
とを挙げていく。
1． 居住地区が都市部であるか，農村部であるかは，幸福度に影響しない。
2．生活水準が高い県は，相対的に幸福度が高い。
3． 労働時間に対する所得は，幸福度に顕著に表れる。（労働時間が長く所得は少ない県は，
チランを除いて，いずれも幸福度が低い。）
4． 幸福度調査による幸福度と，主観的な判断に基づく幸福度は，必ずしも一致しない。
5．幸福度が低い県は，地域と強く結びついている。
6． 幸福度の高い県と低い県を比べると ,「精神面の充足」「健康」「生活水準」の領域で , 大
きな差がみられる。
以上のうち，2・3・6 に注目すると ,「国民総幸福の実現」には「経済」と「心」の要素の
充実が欠かせないことが分かる。しかし，これは簡単に実現できることではない。というのは
「幸福を実感できる社会」は，「持続可能な開発」を前提に成り立つからである。
世界全体の動きとして，都市開発や自然開発が進むなか，ジクメ・センゲ・ワンチュック前
国王が ,「ヒマラヤが聳
そび
え，雨雪が降り，森林が茂る限り，我が国は安泰であり，政府はそう
あるように努める。」と述べている（45）。これは環境，経済と社会がそれぞれ相互に作用してい
ることによって，ブータン社会が成立していることを表現したといえる。
さらに，ブータンの人たちのチベット仏教に対する信仰心も大いに関係しているものと，私
は受け止めている。長尾氏はチベット仏教を，「呪術を好み，山川草木を始め，風雨や雷電な
どの自然現象のすべてに神や精霊が宿るとするような信仰」と記している（46）。自然に対し，
深い信仰心から自然環境を劣化させてまでも，人間の都合で開発するのは良くないと，ブータ
ンの人たちは感じているものと推測できる。
こうした自然への配慮の一方で，人間は里地里山から食料や資源を受け取っている。この相
互に利益をもたらし合う「持ちつ持たれつ」の関係が「持続可能な開発」を支え，結果的に幸
福度に良い影響をもたらすものと考える。このことは森林面積が広い日本でもいえ，この考え
方の重要度が今後増してくると予測できる。
また平山氏は，「物質的に豊か」になると，環境破壊による生活基盤の破壊が引き起こると
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した。さらには，都市部への人口流入，それに伴う農村部の過疎化，格差社会の拡大，伝統
的な価値観の崩壊まで引き起こされると提言した（47）。私たちが心得なければならないことは，
国内総生産（GDP）拡大傾向には必ず頭打ちが来るということである。近年では ,「生活水準」
ばかりに気を取られ，大量生産・大量消費が一般的になっている。日本は，今まで歩んできた
道を省みる必要があり，一刻も早く新たな活路を見つけるとともに，方向転換していくべきで
ある。「将来世代の国民総幸福」の実現に向け，有限な資源を最大限活用しながらも，環境保
全に努めること，あるいは使った資源の再利用や再生といった「持続可能な開発」を行ってい
くことが大事であると考える。結果として，「経済」と「心」の要素が充足するものだと，私
は主張する。
第 3 章　異文化理解の授業実践
第 1 節　ブータンを教材とした授業実践例
ブータンへ海外研修に行かれた 2 人の先生の教育実践をみていく。
（1）授業実践の考察
（1）－ ① 多文化共生社会を目指して～ブータンを通して考える「幸せ」と「自分」，そして「日本」～
実施要項と単元の構成は（表 18-1）（表 18-2）の通りである。
（表 18 -1）単元の実施要項
学校名 東京都港区立東町小学校 人数 14 人
指導者 河合一洋　先生 実践 道徳
総合的な学習の時間
学年 第 4 学年 授業時数 6 時間
単元の目的 / 目標 ・ブータンの文化，生活を通して，文化の多様性を知る。
・「幸せ」に必要なものを考え，多様な価値観に気付く。
・他国の文化を知り，日本の文化や自分の住む地域，学校を見つめ直す。
・世界で活躍する日本人の姿から，自分の夢や生き方について考える。
・自分の考えや気付きを，人へ伝える力を高める。
・お互いの考えを受け入れ，協働的に活動していく大切さに気付く。
出所：JICA『教師海外研修報告書　～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p.22
（表 18-2）単元の構成
時限 本時のねらい テーマ 学習活動・学習内容
1 「幸せ」って何？
「幸せ」に必要
なものは何だ
ろう？
・自分にとっての「幸せ」「豊か
さ」とは何かを考える。
・友達の意見なども聞き，幸せ
についての考え方の多様性に気
付く。
・「幸せ」についてのアンケートを実施する。
・友達と考えを共有する。
・国民の 90％以上が「幸せ」だと感じている国があるこ
とを知る。
・「幸せの国」とはどんな国か，イメージを共有する。
2
3
幸せの国「ブー
タン」ってどん
な国だろう。
・ブータンの文化や生活の様子
を知り，ブータンのイメージを
つかみ，興味を持つ。
・ブータンと日本との価値観の
共通点・相違点に気付く。
・クイズなどを通して，ブータンの衣食住などの生活の様
子を知る。
・ブータンを写真から分析し，理解を深める。〈フォトラ
ンゲージ〉
・「幸せの国」に抱いたイメージの予想と実際を照らし合
わせる。
・自分にとっての幸せと，ブータンの同世代の子たちの幸
せとを比較する。
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4 GNH に学ぶ。 ・「幸せ」には多種多様な捉え方
があることに気付く。
・ブータンの人々が大切にして
いることを確認する。
・自分の「幸せ」への捉え方を
振り返る。
・ブータンの人たちが感じている「幸せ」の要素を考える。
・ブータンの GNH（国民総幸福量）の考え方を紹介する。
5 世界で活躍す
る日本人
・西岡京治さんのブータンでの
活躍を知る。
・青年海外協力隊，シニア海外
ボランティア，JICA の活動を
知る。
・西岡さんがブータンに遺したものに気付く。
・ブータンで活躍する JICA の人たちや，日本人の活躍や
考えを知る。
6 世界と日本と
のつながり
・世界の中での日本人としての
生き方を考える。
・自分たちの暮らしで「幸せ」を増やすために，どんなこ
とができるだろう。
・これから日本人として大切にしていきたいことを考える。
出所： JICA『教師海外研修報告書　～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p.22-23
1 時限目では，各児童に「幸せ」のコンセプトマップを作らせている。また，「幸せの国」
に対するイメージを班ごとに話し合っている。（表 19）は，ある班から挙げられた意見を，
私が分類・ラベリングしたものである。ここで児童の考える「幸せの国」とは，「社会」と
「環境」の要素に偏っており，「経済」や「個人」の視点からは言及されていない。特に日本
で暮らしていながら，「お金」や「モノ」に関することが挙がらなかった結果は意外であっ
たといえる。
2・3 時限目は，ブータンの予備知識を蓄えさせる活動が中心である。実際に民族衣装「ゴ」
やお祈りに用いる「マニ車」を見せ，異文化を体感させている。知識においては，「人口」「国王」
「信号がない首都」「禁煙国家」「ブータン料理」「国教」等を押さえている。ここで児童はブ
ータン王国に対し，前時にイメージした「幸福の国」とは違うイメージを抱いたようである。
4 時限目では，日本の経済成長と比較しながら国民総幸福量（GNH）の理念を説いた。「互
助互恵」「足るを知る」など，ブータンの幸福観
を捉える上で不可欠な視点を押さえている。
5 時限目には，道徳の教材として西岡京治氏
を扱った。西岡氏は 1964 年に，農業の指導者
としてブータンへ渡った。それから 1992 年に
亡くなるまで苦労を重ねながらも，農業の発展
に加え，ブータンの食生活の改善，架橋による
流通の促進，地域開発に努めた。そして，ブー
タン農業の父として，名誉称号「ダショー」を
授かったのである。ダショーは「最高に優れた人」
を意味し，外国人に贈られたのは現在，西岡氏
のみである。この時間は，児童にとって国際貢
献を考えるきっかけとなった。
6 時限目では，事前に「日本がもっと幸せな
（表 19）ある班から挙げられた
「幸せの国」のイメージ
イメージ ラベル
・戦争がない
・みんな仲が良い
・食べ物がある
・いつでも食べられる
平和（社会）
・学校がある
・仲間がいる
・給食が食べられる
・いじめがない
・ケンカがない
教育
・仲の良い家族 家族
・生き物を大切にする
・環境が良い
・自然がいっぱいある
・地震がない
・台風がこない
環境
出所：JICA『教師海外研修報告書～国際理解教育の授業
実践事例集～』，2012 年，p．23　　　　　（表作成：関口）
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国になるためには」というテーマで，家族にインタビューをした上で授業に臨ませている。そ
してそれぞれの児童が発表したあと，世界の幸福について考え，グループで話し合った。その
回答は（表 20）である。この結果から，（表 19）の「幸せの国でイメージすること」で挙げ
られていることと比べ，回答が抽象的になっていることが分かる。さらに，Ｂ班を中心に「個
人」の要素に分類できる意見が見受けられる。ブータンに触れたことが，「幸せ」をより深く
考えるきっかけになったと，私は受け止める。
（表 20）世界の幸せの要素について
Ａ班 Ｂ班 Ｃ班 Ｄ班
・健康
・平和
・食料
・家族
・生存
・思いやりを持つ
・自分の長所を大切にする
・礼儀正しさ
・健康な生活
・一人ひとりが楽しいと思える社会
・GNE（アース） ・自由
・GNA（アニマル） ・仲間
・GNC（カントリー） ・ゆとり
・GNF（フレンドリー） ・安全
・GNS（スクール） ・健康
出所：JICA『教師海外研修報告書～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p．25　　　　　　　　　（表作成：関口）
（1）－ ② ブータンから世界へ，そして日本へ，自分へ
2 つ目の実践例を取り上げる。実施要項と単元の構成は（表 21-1）（表 21-2）である。
（表 21-1）単元の実施要項
学校名 東京都足立区立梅島小学校 人数 37 人
指導者 山口亮介　先生 実践 外国語活動，道徳
総合的な学習の時間
学年 第 6 学年 授業時数 12 時間
単元の目的 / 目標 ・ブータンの国土や文化，生活様式について興味をもつ。
・ブータンの文化・生活様式を知ることで，日本の文化を見つめ直す。
・世界で活躍する日本人の姿から，自分の夢や生き方について考える。
・異文化との出会いから，課題を見出して調べ，自分なりの考えを持つ。
・「幸せ」に必要なものを考え，多様な価値観に気付く。
出所：JICA『教師海外研修報告書　～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p.28
（表 21-2）単元の構成
時 本時のテーマ 学習活動・学習内容
1 ブータンを知ろう ・お土産，言語，通貨，文化や生活の様子を見る。
2 ブータンで活躍する日本
人①
・『ブータンに日本の農業を』（道徳 5 年　学校図書）を用い，西岡京治氏
がブータンで成功した理由を考える。
・ブータンで活動している青年海外協力隊員を知る。
3
4
ブータンで活躍する日本
人②
・ブータンで活躍した元青年海外協力隊員の話を聞く。
5 ブータンに学ぶ ・国内総生産（GDP）と国民総幸福量（GNH）の 4 本柱や 9 つの領域を学ぶ。
・『未来世紀ジパング─池上彰がブータンへ─』を視聴する。
6 ～ 10 ブータンから世界へそし
て，日本へ
・ブータンからの学びを生かし，調べたいことを考える。
・課題別グループで調べ，発表（ポスターセッション）。
11 本当の幸せとは何か？ ・ディベートをする。「どっちが幸せ？物質的な豊かさと精神的な豊かさ？」
12 ブータンから世界へ
そして日本へ，自分へ
・これまでの学習活動を振り返り，これから日本人（人間）として大切に
していきたいことを考える。
出所：JICA『教師海外研修報告書　～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p.28
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1 時限目では具体物・写真等を用いて，ブータンの国土の様子，文化や生活様式を押さえた。
児童は，ブータンに関心を抱いたようである。
2 時限目では河合氏同様，西岡京治氏の活躍に触れている。また 3・4 時限目では，元青
年海外協力隊の方による出前授業を行っており，児童は日本人の海外での活躍に高い関心を
示すとともに，ブータンの識見を深めたいと思う児童もいたようである。
5 時限目では，国内総生産（GDP）と国民総幸福量（GNH）の世界ランキングを示すと
ともに，ブータンに関する映像（DVD）を視聴している。
そして 6 ～ 10 時限目には，ブータンを学んだことを生かし，調べたいことをインターネ
ットによって調べている。内容は（表 22）の通りである。また，「ブータンから世界へ」と
いうテーマから，世界のことについても調べている。
（表 22）児童が調べたいこと，9 つの課題
班 ブータン 世界
1 ゾンカ語（言語） 世界の言葉
2 ニュルタム（通貨） 世界の通貨
3 ゴ，キラ 世界の民族衣装
4 国旗 世界の国旗
5 アーチェリー（国技） 世界の国技
6 ブータン料理 世界の料理
7 ターキン（国獣） 世界の国獣
8 西岡京治氏 世界で活躍した日本人
9 バター茶 世界のお茶
出所：JICA『教師海外研修報告書～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p.31（表作成：関口）
11 時限目では，物質的豊かさと精神的豊かさでは，どちらが幸せかディベートを行って
いる。両極端ではない意見を持ったことが以下の児童の感想からも分かる。（表 23）。
（表 23）ディベート後の感想
・ダライラマ 14 世が言ったように GDP6，GNH4 の割合でよい。
・物質的な豊かさがあるからこそ，精神的な豊かさが生まれる。
・精神的な豊かさも必要だけど，今，日本に住んでいて幸せだから，物質的な豊かさは大切。
・ 精神的な豊かさを選んだ。ずっと日本に生まれてよかったと思っていたので，ギリギリま
で悩んだ。
出所：JICA『教師海外研修報告書　～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，p.32
12 時間目では，今までの学習を振り返り，自身の考えの変化や心に残ったことを，短い
言葉によって表現させている。そしてこの単元を通し，児童からは以下のような感想があっ
た（表 24）。
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（表 24）単元後の児童の感想
・お金があるから幸せなのではなく，僕は精神的な豊かさがあり，物質的な豊かさもほどほ
どあること（足るを知る）が幸せだと思いました。
・今まで世界に目を向けるといっても，アメリカや中国などの大国にしか目を向けていませ
んでした。でも，今回の授業のおかげでブータンやネパールなどの小国にも目を向けていけ
るようになりました。
・ブータンのことだけでなく，世界のことまで知ることができました。今まで，「世界とは
何なのか」を考えたこともありませんでした。
出所：JICA『教師海外研修報告書～国際理解教育の授業実践事例集～』，2012 年，pp.32-33
1 つ目の感想から，「『幸せ』に必要なものを考え，多様な価値観に気付く。」という目標に
到達あるいは近い状態にあることが分かる。また 2 つ目，3 つ目の感想からは，世界に関心を
持つようになったことがうかがえる。
（2）授業実践例の分析
2 つの授業に共通している単元の目標は以下の通りである。
①ブータンの文化・生活を知る。
②他国の文化を知り，日本の文化を見つめ直す。
③世界で活躍する日本人を知り，自分の夢や生き方を考える。
④「幸せ」に必要なものを考え，多様な価値観に気づく。
ここで私は 2 つのことを取り上げる。第一に，異文化理解の充実である。他国の文化を知
るにはまず，自国の文化を十分に理解していることが重要であると受け止めている。今回の
2 つの実践例では，日本に対して再認識，新たな発見や改めて魅力に触れるといった場面が
少なかったため，自国の文化にとらわれず，あらゆる考え方や在り方を認め，互いの価値観
を尊重し合える視座を獲得できなかったのではないかと，私は考えている。
また，河合一洋先生，山口亮介先生とも，国民総幸福量（GNH）の基本理念を説いてい
る一方で，ブータンの幸福観を捉える視点が，十分に押さえられていなかったと受け止めて
いる。「少欲知足」や自然を大事にする精神，伝統・文化を尊重する態度や「互助互恵」に
基づくコミュニティの絆を押さえることで，今まで自分自身が描いてきた「幸せ」に対する
イメージと，ブータンの「幸せ」との違いに気づき，ブータンを真に理解することができる
と考える。
第二に，本物の「幸せ」とは何かを考え，どう判断・行動するのかという点である。「国
民総幸福」には，「経済」の要素の充足も欠かすことができず，現在のブータンでは，自然
を大事にすることや伝統と文化の保護に努めながら，盛んに経済活動や都市開発が行われて
いる。日本に置き換えたとき，「持続可能な開発」の視点から国の将来の姿を描き，自分で
もできることを考え，行動できるようになることが大事になると，私は考える。
以上のことを踏まえ，各学年の発達段階に合わせて，以下の単元を提案する（表 25）。
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（表 25）4 年生から 6 年生における「ブータン」を教材にした単元
学年 4 年生（異文化理解） 5 年生（異文化理解） 6 年生（自己の生き方）
テーマ ブータンはなぜ世界一「幸せの国」といわれるのか。
ねらい ・チベット文化圏に古くから
根付いている教えと，伝統
と文化の保存に向けての取
り組みを知り，これらがブ
ータンの人たちの考え方や
生き方に大きな影響を与え
ていることを理解している。
・家族や地域といったコミュニテ
ィの絆の大切さを認識し，所属意
識によってもたらされる団結力，
自信や人と人とのかかわりの心地
よさに気付いている。
・ブータンにおける幸福観の捉え
方を押さえる。
・多様な考え方や生き方を理解し，「幸
せ」に対する自分の考えを表現できる。
・これからどう判断・行動してい
くのかについて考えを深め，実践
しようとしている。
具体的知識 ・少欲知足
・自然を大事にする精神
・伝統や文化を尊重する態度
・コミュニティの絆
・互助互恵
・所属意識
・「ディグラム・ナムジャ」の精神
・物質的な豊かさ
・精神的な豊かさ
・持続可能な開発
・将来世代の国民総幸福
（表作成：関口）
国民の 97％が「幸せ」という背景を探るため，「なぜ世界一「幸せの国」と言われるのか」
という最大の疑問を全体のテーマに設定する。4 年生では，ブータンの幸福観のうち，ブータ
ンに古くから根付く考え方である「少欲知足」の精神，自然を大事にする態度や伝統と文化を
尊重する態度を押さえていく。そしてブータンの事例から今後の日本の姿をイメージし，自分
のできることを考えていく単元である。
5年生では，家族や地域といったコミュニティでの「互助互恵」や「ディグラム・ナムジャの
精神」の考えのもと，ものを分かち合い，他者に喜びを与えることを大事としているブータン
の人間関係を理解していく。また，コミュニティへの所属意識が生活に充足と活力をもたらし，
団結力や自信につながるものとして捉え，身近で親密な「絆」を確認していく単元を設定した。
6 年生では，本物の「幸せ」を見出していく。「持続可能な開発」や「将来世代の国民総幸福」
を実現していくには，これから自分がどう判断・行動していくか，ブータンの現状を押さえる
とともに直面している問題に触れ，考えを深めていく。
以上，2 つの授業実践例を分析し，学年をまたいで実践を行う場合の私の提案を記した。児
童の発達段階に合わせて，異文化理解や世界へ目を向ける実践をすることで，より効果的に国
際理解への知識・関心が増すものと考える。そして次の節では，1 学年における指導を提案し
ていく。これは，1 年間で集中的に取り組むことで色濃く密に実践できるものと考える。
第 2 節　第 6 学年「総合的な学習の時間　学習指導案」
ブータンはなぜ世界一「幸せの国」といわれるのか，という問いに対する答えを見つけるた
め，ブータンの幸福観を捉える視点を押さえるとともに，見出した「幸せ」に対する価値を深
めていく学習指導案を提案する。
○単元名 ブータンに「幸せ」を学ぶ異文化理解
○単元のねらい
・ ブータンにおける幸福観の捉え方を押さえ，多様な考え方や生き方への理解を図るととも
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に，「幸せ」に対する自分自身の価値を見出し，深めることができる。
○評価
・ブータンの暮らし，伝統と文化等を知り，進んでかかわっていこうとする。
・ チベット文化圏に古くから根付いている教えと，伝統と文化の保存に向けての取り組みを知り，
これらがブータンの人たちの考え方や生き方に大きな影響を与えていることを理解している。
・ 家族や地域といったコミュニティの絆の大切さを認識し，所属意識によってもたらされる
団結力，自信や人と人とのかかわりの心地よさに気づいている。
・ ブータンにおける幸福観の捉え方を押さえ，多様な考え方や生き方への理解を図るととも
に，「幸せ」に対する自分の考えを表現し，その実現に向け，これからどう判断・行動して
いくのかについて，考えを深めることができている。
○教材について
・ブータンについて
ブータンは人口約 72 万人，国土面積約 3 万 8000 平方キロメートルの小国である。経済的
には貧しい国でありながら，2005 年に行われた国勢調査で，国民の 97％が「あなたは今，幸
せですか」という問いに「幸せ」と答えている。日本では，第 5 代国王が 2011 年 11 月に日
本に来日し，世界一「幸せの国」として注目を集めた。
この背景には，「物質的な豊かさ」よりも，人生に充足感を持てる「精神的な豊かさ」を大事に
する国民総幸福量 （GNH）の理念が国民に浸透していることが挙げられる。国民一人ひとりが「心
の充足」による満足感を抱き，国として「持続可能な開発」と「将来世代の幸せ」の実現に取り
組んでいることによって，幸福を実感できる社会が成り立ち，世界一「幸せの国」といわれている。
・教材観
ブータンを教材とする大きな魅力とは，2 つある。第一に，自己の生き方を見つめ直し，「幸
せ」に対する価値観の構築や変容を期待できる点である。「物質的な豊かさ」にとらわれすぎ
ず，資源の有限性を理解し，拡大していく物質的な欲望を少しずつ抑える代わりに，「心の充足」
に注目し，真の「豊かさ」を見出していく。また，国として「持続可能な開発」や「将来世代
の国民総幸福」の実現に取り組む姿を捉え，日本と自分が取り組むべきことやできることを考
え，深めていく単元である。
第二に，日本にはない考え方や生き方によって営まれる生活と，古き佳き「文化」を実感
できる点である。ほとんどの児童にとって未知の国でありながら，日本と同じアジアの国であ
ること，容姿が似ていることや，着物に似た民族衣装「ゴ」「キラ」を着ていることなどから，
どこからともなく親近感がわいてくる国である。このような親近感からブータンに高い関心を
持って，「少欲知足」の精神，自然を大切にする態度，伝統と文化を尊重にする態度や，地域・
家庭の絆を大事にすることなどを学べるといった魅力がある。
○指導観
次の 2 つに焦点を当てていく。第一に，「心の充足」によって得られる人生の満足感をブー
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タンの例を取り上げながら，自分への振り返りを行っていく。
ブータンでの生活は，農業と家畜を中心とする自給自足で，3 世代の大家族で暮らすことが
基本である。決して経済的には裕福ではないものの，家族で支え合い，健康に暮らせることが
1 番の「幸せ」だと，ブータンの人たちは認識している。また，地域と「共助・公助」に基づき，
社会全体で 1 人ひとりを支え合える関係ができている。この家族や地域の深い絆は，「ディグ
ラム・ナムジャ」の精神が国民に根付いているからであることを押さえる。
また，伝統衣装の着用義務をはじめとする国の政策は，国家のアイデンティティを確立する
ものである。これが国の独立を保ち，繁栄していくカギであることを押さえる。同時に，日本
の生活，伝統と文化を見つめ直すことで，世界に発信できる日本の文化を発見，再認識し，日
本の強みを自覚できるようにする。
そして環境保全国として，国を挙げて自然保護に努め、経済発展の妨げとなっても豊かな自
然環境の保全に徹する国の政策にも注目させる。自然から恩恵を受けるだけはない「持ちつ持
たれつ」の暮らしに触れ，かつての日本の生活スタイルの 1 つであったことも押さえる。
第二に，「幸せ」に対する価値を見出し，新たな発見，再認識や変容を促していく。ブータ
ンの幸福観を捉える視点を押さえ，日本の将来のイメージを描くとともに，自分の生活を振り
返り，どう判断・行動していくべきか，考えを深めていく。
○単元の構造
?
?
?
?
ブータンが世界一「幸せの国」といわれるのは，国民一人ひとりが満足感を抱き，「物質
的な豊かさ」と「精神的な豊かさ」とのバランスがとれているとともに，国が「持続可能
な開発」と「将来世代の国民総幸福」の実現に取り組んでいる成果である。
?
?
?
ブータンにおける幸福観の捉え方を押さえ，多様な考え方や生き方へ
の理解を図るとともに，「幸せ」に対する自分自身の考えを構築していく。
「幸せ」対する価値を見出し，考え
を深めていく。
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（1） （1） （2） （2） （1） （1）
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○単元計画（全 8 時間扱い）
次 学習活動 指導にあたっての留意点 評価?
1?
①ブータンと出会う。
・ブータンクイズを行う。
○進んでブータンにかかわ
ろうとしている。
・「幸せ」や「幸せの国」とは何か考える。□具体的な例でもよいので，現段階
の「幸せ」に対する考えを持たせる。
②自然との関わりを考える。
・ なぜ美しい自然が残されたままなの
か考える。
・ ガサ，フォブジカ谷やブムデリン谷
の暮らしをみてみる。
・ 自然保護において，日本と個人の立
場からできることを見つける。
□国を挙げて環境保護に努めている
ことに触れる。
□電気の普及が進まないガサ，渡り
鳥の飛来のために電線が張れず電気
のないフォブジカ谷や，交通網が未
発達のブムデリン谷の人たちの暮ら
しや気持ちを捉えさせる。
○ブータンの自然とのかか
わりに触れ，日本と自分が
今後，自然とどうかかわる
べきかを表現している。
③④ブータンの暮らしを知る。
・ 伝統的な民族衣装「ゴ」「キラ」を
実際に着てみる。
・ブータンと日本の暮らしを比較する。
□民族衣装の着用義務の背景に触れ
る。
□自給自足的な生活に欠かせない職
業や住まいが多いことを押さえる。
○日本と異なる生活・文化
に進んでかかわり，両国の
よさを見出すことができ
る。
⑤⑥絆を感じるときはどんな場面か振
り返る。
・ ブータンの伝統的な祭り「ツェチュ」
を知る。
・ 自分の住む地域の行事・イベントや
連携・協力から何か感じたことはあ
るか思い出す。
・ 地域の人たちとの絆が深ければ，ど
んなよさがあるか考える。
・ そのコミュニティでの自分の役割を
見つめ直す。
・ 地域や家族とどんなかかわりを持っ
ていきたいか考える。
□地域の祭りが安息と団結力を生み
出していることを押さえる。
□地域の人たちとの交流によっても
たらされる心地よさや地域全体で互
いに支え合える関係を作る大事さを
捉えさせていく。
□「ディグラム・ナムジャ」の精神
を押さえる。
□自身の支えとなる学校，家族や地
域の存在を大事にし，役割を果たし
ていくことで，所属意識が強まるこ
とに気付かせる。
○所属意識によってもたら
される団結力や自信、ある
いは人と人との関わりの心
地よさに気付いている。
○絆が自分や社会にどのよ
うな働きをもたらしている
のか，自分の考えを表現で
きている。?
2?
⑦「幸せ」とは何か考える。
・ 本物の「幸せ」とは自分にとって何
なのか考え，クラスで意見を交わす。
□ 1 時間目に抱いた「幸せ」に対す
る価値観の再認識，新たな発見，変
化に焦点を当てる。
○ブータンの幸福観を捉
え，自分自身の「幸せ」に
対する再認識，新たな発
見，価値の変容に気づいて
いる。
⑧「将来世代の国民総幸福」の実現を
考える。
・ これから日本と自分がどう判断・行
動するべきか考える。
□日本での問題を指摘しながら，「持
続可能な開発」をキーワードに「Think 
globally Act locally」を押さえる。
○「将来世代の国民総幸福」
や「持続可能な開発」の実
現に向け，日本と自分がで
きることを考え，実践しよ
うとしている。
 
・人口　・面積　・20 の県　・仕事　・国土の森林面積　・マニ車　・ゾン
・鳥類の生息種類数　・国立公園と指定保護区域の面積　・GNH の理念　
・世界一「幸せ」の国　・国民の 97％が幸せ　
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おわりに
第 1 章から第 3 章では，ブータンの国と人々の魅力や国民総幸福量（GNH）を押さえると
ともに，学習指導案を作成した。これらを通して得た 3 つの成果と 2 つの課題を記す。
【成果】
・「幸せ」に対し，私自身の考えを持てたこと。
・ブータンの幸福観を知るとともに，「幸せ」を捉える多様な視点を見出せたこと。
・上記の 2 つのことを踏まえ，学習指導案を作ることができた点。
成果として第一に，「幸せ」に対し，私自身の考えを持てたことである。「幸せ」とは「物質
的な豊かさ」だけでは成り立たず，「精神的な豊かさ」とのバランスが大事であることを学んだ。
「精神的豊かさ」には「社会」や「環境」の要素に加え，ほどほどの「経済」の要素の充足も
欠かせない。そして何より，「心の開発」あるいは「精神面の充足」といった「心」の要素が
重要であることが分かった。
第二にブータンの幸福観を知るとともに，「幸せ」を捉える多様な視点を見出せたことである。
国民総幸福量（GNH）調査の結果を考察・分析し，ブータンの人たちの生き方，国としての
在り方，そして「幸福観」を理解することが出来た。
「少欲知足」の精神からは，欲望を抑えることで人生の充足感を得やすくすることを学んだ。
また，自然を尊重する精神から「持続可能な開発」の原点を理解できた。
そして「ディグラム・ナムジャ」の精神は，日本がいま一番必要としていることだと受け止
めた。家族や地域への所属意識から生まれる「心の充足」は，「精神的な豊かさ」へ大きな影
響を与えているといえる。
そのほか，伝統や文化を尊重する態度も，日本が見習うべき側面である。自国に親しみと誇
りを持ち，世界に発信していくことは，国の強みを自覚することであり，グローバル社会の舞
台で活躍する基本的な資質の 1 つである。
これらの視点を押さえ，「将来世代の国民総幸福」を考えていくことが，「幸せを実感できる
社会」の実現に欠かせないことだと受け止めた。
第三に，以上に挙げた 2 つのこと踏まえ，学習指導案を作ることができた点である。「幸せ」
という人によって価値観が異なる概念を，児童に深く考えさせるきっかけとして，ブータンは
最適だったのではないかと考えている。それは，日本には根付いていなかったり，そもそもな
かったりする考え方がブータンにはあるからである。消費拡大型の生活をし，欲しいものは比
較的簡単に手に入るようになっている現在の日本で，「少欲知足」の教えが浸透することは想
像に難い。だからこそ，ブータンの在り方や「持続可能な開発」の視点を理解し，欲しいもの
が好きなだけ手に入ることが本当の「幸せ」なのか，真の「豊かさ」を捉え直す学習指導案に
なったと認識している。
また，家族や地域の絆が希薄化する日本で，「ディグラム・ナムジャの精神」を意識するこ
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とは難しいと考える。それは，大家族が減少し核家族化が進むとともに，地域内での防犯・安
全性が叫ばれているからである。しかし，かつての日本でも家族全員で年配の方を支え，地域
では「お互いさま」と助け合っていたと推測している。そこでもう一度，「絆」を呼び覚ます
ことができるのではないかと考え，単元計画を練った。
【課題】
・ 日本の幸福観を GNH の 9 領域から見出していないため、両国の幸福観を客観的に捉え
られず「異文化間教育」へ発展させられなかったこと。
・ 日本とブータンという二国間ではなく，いわゆる「多文化理解」や「多文化間教育」に
至らなかった点。
一方，課題として第一に，他国の人たちの多様な生き方や考え方を理解し，互いに尊重しあ
うことができたかが挙げられる。人・モノ・カネ・情報が国境を越えて移動する現代の社会の
中で活躍していくには，「異文化理解」にとどまらず，「異文化間」の視点で両国を理解するこ
とが望ましいと考えた。自国の文化にとらわれず，他国の人たちのあらゆる考え方や在り方を
認め，互いの価値観を尊重し合える視点を持つことが大事である。
今回の考察・分析では，ブータンの「幸せ」を学ぶことができたものの，日本の伝統と文化
を理解した上での日本の「幸せ」を，感覚的なものとしてしか捉えることができなかったと受
け止めている。ブータンと日本では，両国の人たちの気質や生き方に違いがあることから，本
物の「幸せ」の概念も異なるといえる。そこで，日本への理解を文化と伝統という視点のみな
らず，「生活水準」や「健康」など，あらゆる要素から捉えられると，日本，そして日本人に
合った幸福観を見出せ，異文化間により近い視座を獲得できたのではないかと考える。
第二に，日本とブータンという二国間ではなく，いわゆる「多文化理解」や「多文化間教育」
に至らなかった点である。青木氏は，多文化世界のことを次のように述べている（48）。
世界の各地域の文化の担い手がその文化の力を認識しながら魅力的なものに鍛えて，世界に
発信し，地球全体の文化を豊かにするための努力をする，という意味での「運動」をふくん
だもの。
このことを踏まえると，「多文化理解」には，文化の魅力の発信とそれを受け入れる姿勢を
養うことが欠かせないものと考える。そして，自国ともう一方の国といった 2 国間ではなく，
いくつもの国と行われなければ「多文化」とはいえない。
ブータンの魅力あふれる文化を扱いながら，日本や周辺各国の文化への理解を図り，「多文
化間」に立ち，互いに文化を受け入れ，「よさ」を認め合い，尊重できる態度を育める学習指
導案も考えられたと受け止めている。
最後に，本論文を書くにあたり 1 年以上に渡ってご指導して下さった千葉昇先生に，心よ
り感謝を申し上げます。どうもありがとうございました。
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絶滅危惧 IA 類 Critically
 Endangered（CR）
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絶滅危惧 IB 類
Endangered（EN）
Ⅰ A 類ほどではないが，近い将来における野生での絶滅の危険性が高いもの。
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